
PFE-SA, PFE500F, PFE1000FA

１． 製 品 概 要 ・ 特 長

 　(1) 力率改善制御（PFC）AC-DC コンバータを フルブリックモジュールに集積

 　(2) 連続ワイド入力（85～265VAC）、高出力電力1512W（170～265VAC入力時）

　 (3) 高力率 0.98 （高調波規制 IEC61000-3-2）、高効率 96％ ｔｙｐ （代表値） 

   (4) 内蔵コンデンサをMLCC（積層セラミック型）のみで構成、高信頼性

　 (5) 各種機能： AUX（補助電源）、ENA（後段DC-DC電源制御）、IOG（動作モニタ）、

　　　PC（並列運転）、R/+BC（入力突入電流抑制）、CNT（リモートON/OFF）

２． 本製品の位置付け （オンボードAC-DC電源、概念図）
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AC-DC電源用の力率改善コンバータ（PFC）部分を抜き出し、パワーモジュール化

しました。 出力に PH-A280, PAF-F280 といった 高電圧入力DC-DCコンバータを

接続することで、高性能・フレキシブル形状なマルチ出力電源を構築可能です。

５． 概略内部回路 および 説明

① 基本回路構成

　PFC部 ： セミブリッジレス・ブースト型 力率改善

　　　コンバータ（大電力向け、電流連続モード）。

　補助電源部 ： 5W フライバックコンバータ

　　　（AUX出力の他、内部回路電源として使用）

② 絶 縁 ・ 耐 圧

　ベースプレート(FG)～各端子（内部回路）間

　3kVAC、1分間 （絶縁距離 6.0mm 以上）。

　入出力間は非絶縁ですので、ご注意ください。

③ 入力ヒューズ・入力フィルタ

　安全の為、必ずヒューズを外付け願います。

　ヒューズが無いと、装置の安全規格が取得

　できません。 EMI 対策は、入力フィルタも

　必要です（詳しくは、次ページ参照）。

④ 発振（スッチング動作）周波数

　PFC部 ： 130kHz、 補助電源部 ： 60kHz

　いずれもTYP値です。 周波数ばらつきとして、

　±20％程度、見込んでください。　
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 注） 本製品は、入出力間が非絶縁の構造であり、

　 出力電圧も 360VDC と高くなっております。

　 取扱いの際は、感電等に 充分 ご注意願います。

　 出力電圧は360VDC固定で、変更はできません。

　 EMI対策入力フィルタ・入力ヒューズ等、外付け

　 部品（お客様ご自身で準備・設計）が必要です。

【重要な注意事項】　　PF1500B-360アプリケーションは、出力側に弊社製の高圧入力系DC-DC電源（PH-A280, PAF-F280）を 接続することを想定して

　　　　います。 DC-DC電源接続時は、必ずENA端子でDC-DC電源のCNT端子を制御してください。 制御しない場合、製品が破損する恐れがあります。

　　　　また、360VDCの出力を他の用途（インバータ駆動など）に直接ご使用の場合は、お客様ご自身にて 充分に実機の評価をしてください。
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４． 外観イメージ・概略構造

①・④ 端子ピン（パワー系） ： 銅（2.0mmφ） ＋ Ni・Snめっき （* 1）

② 銘版シール ： 型名・安全規格の表示 （ポリエステル樹脂＋インク印刷）

③ 樹脂カバー  ：  PBT（ポリブチレンテレフタレート）樹脂、　絶縁体

⑤ 樹脂フレーム ： PPS（ポリフェニレンサルファイド）樹脂、　絶縁体

⑥ 端子ピン（機能・信号系） ： 黄銅 1mm□（角） ＋ Ni・Snめっき （* 1）

⑦ ベースプレート 兼 放熱基板 ： アルミニウム材（A1050P） t=1.5mm

　　　（製品内部において、パワー電子部品の実装基板と兼用しています）

⑧ 側面シール ： 製品名, Lot, Serial No. を表示 （ポリエステル樹脂＋インク印刷）

⑨ ケース内蔵 樹脂基板 ： FR-4　（UL94V-0）　（* 2）

⑩ 固定用支柱（Stud, 4ヶ所）： Ni めっき付き快削鋼、導体（ベースプレート同電位）

注） * 1  本製品には ピン番号の規定はありません。　詳しいピン機能については、取扱説明書をご参照ください。 
　　　* 2  使用部品・材料の難燃グレードは 銘版・ロットシールを除き UL94V-0ですが、製品自体の難燃性認証は未取得です。

［ 各 部 位 の 説 明 ］

［ 実 装 方 法 ］　本製品の銘版側を伏せた状態で 端子ピンを実装基板に挿入し、フローはんだ または 手はんだで実装してください（リフロー不可）。  

　　　　温度プロファイルは、取扱説明書をご参照ください。 また 反対側のベースプレート面に、熱結合を良くしてヒートシンク（放熱器）を取り付けます。

　　　　なお、実装基板につきましては、お客様ご自身で設計・製作願います。　詳しくは 「パワーモジュールアプリケーションノート」 をご参照ください。
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７． 各種保護機能の説明

入
力

過電圧 (OVP)

低電圧 (LVP)

出
力

過電圧 (OVP)

過電流 (OCP)

保護の種類

なし

あり

あり

なし

有無

 ユーザーが入力に過電圧を印加しないように注意

 Vin が 約80VACでON、約70VACでOFF

 Vout が 約 400Vで停止、ENA/IOG信号もOFF

 危険な破損防止用に 簡単な電力制限機能を内蔵

説　　　　明

※ 上記に掲載している保護機能は、ほぼ一瞬（100µs程度）で動作します。
　入力過電圧は最大値の10％超過程度なら破損しませんが、保証対象外です。
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６． 基本接続 ・ アプリケーション例

過 熱  (OTP) あり  Tp 約110℃で遮断、入力OFF･冷却後再投入で復帰全体

. +V
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［ 電源ﾓｼﾞｭｰﾙ・FGの接続 ］
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フォトカプラ使用

四隅の支柱を基板パターンに接触させ、ねじ止めして FGと導通させます。

AC
(L)

+

-

入力ヒューズ

外付け 必須

入力フィルタを含め、ここに示す規模の外付け回路が必要となります。

＜ 外付け部品 定数リスト（例） および 説明 ＞

＜ よくあるお問い合わせより ＞

(1) 起動時 入力サージ（突入）電流 ： 次の2種類があります。
　・入力電圧を印加時に出力電解コンデンサを充電する電流

　・PFCが動作を開始する際の昇圧に伴う2次ラッシュ電流
　　（後者は外部より調整できませんので、ご注意ください）

　・低い突入電流を実現のため起動時間が長め（数秒）です。

(2) 入力電圧の種類 ： AC 47～63Hz、他は保証対象外です。

　 【注】 直流を入力されますと、破損する恐れがあります。

　　また AC 400-800Hz、矩形波、疑似サイン波を入力された
　　場合は、力率が低下し 異音が発生することがあります。

(3) 360V出力に弊社製DC-DC電源以外のものを接続される
　　場合は、お客様ご自身にて 充分 ご評価願います。

（詳しくは、取扱説明書を ご参照ください。）

８． 放熱設計について

PF1500B-360 を オプション放熱器 HAF-15T（熱抵抗 0.45℃/W @ 風速 2m/s）で強制空冷する例を記述します。（机上検討による概算です。）

＜ 放熱概算例 ＞ PF1500B-360 ワースト効率 94％@1008W (85VAC）を想定、これに HAF-15T を取り付けて強制空冷した場合、周囲温度
　　　Ta＝60℃で使用可能です。　［ 概算内容 ： PF1500B ワースト電力損失：1,008W×（1/0.94－1）＝65W、 風速 2m/s におけるHAF-15Tの

　　　熱抵抗 0.45℃/Wより、ベースプレート温度上昇量ΔTp＝65W×0.45℃/W＝30℃、よって周囲温度60℃における Tp＝30＋60＝90℃ ］

　　　（PF1500B-360ベースプレートに放熱グリースを塗布し、HAF-15T放熱器をねじ止めします。 ここでは接触熱抵抗は無視しています。）

● 自然空冷が必要、または他形状の放熱器を適用される場合、お客様ご自身で放熱器を設計の上、放熱器メーカーへ生産を依頼してください。

　なお、放熱設計につきましては、別紙「パワーモジュールアプリケーションノート」の「放熱設計」の項を ご参照願います。
2023年 4月 初版

（必ずヒートシンクを取り付けて ご使用ください。）
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後段 DC-DC電源回路

(1) ヒューズ　（即断タイプ / Fast-Blow Type）
　F1 ： 250VAC, 20A ： 入力ヒューズであり、応用回路に必須のものです。 このヒューズがないと装置の安全規格を取得することができません。

　F2 ： 600VDC, 6A　：　PF1500B-360 出力短絡保護 兼 後段DC-DC（PH-A280シリーズ）保護用ヒューズ。 後段に複数のPH-A280シリーズを

　　　　　　　　接続される場合は、１台ごとにヒューズを入れてください。　また、ヒューズの電流容量を各DC-DC製品に合わせてください。

(2) EMI（ノイズ）対策用フィルタ　※

　PF1500B-360の入出力に接続した コモンモード（チョーク）フィルタ、X コンデンサ、Yコンデンサ、フェライトビーズなどで構成した回路例です。
　＜ インダクタ類 ＞

　　・コモンモードチョークコイル： L1 : 4.5mH, 20A,  L2 : 1.5mH, 20A,  L3 : 202uH, 5A ・・・ これらは高域減衰特性が良いものを選定してください。 
　　・フェライトビーズ： L3, L4, L5, L6 ・・・ 一部のYコンデンサの足に装着することによって、高域のスイッチングノイズを減衰させるものです。

　＜ コンデンサ・抵抗類 ＞
　　・X コンデンサ： Cx1, Cx2, C1, C2 ・・・ 275VAC, 1uF,  C3, C4 ・・・ 500VDC, 2.2uF 　Cx7, Cx8 ・・・ 500VDC, 0.22uF、 フィルムコンデンサです。

　　　　　　C1, C2, C3, C4 は スイッチング動作により発生する リップル電流の吸収用ですので、許容リップル電流の大きなタイプ（3A）を選定

　　　　　　してください。　なお、耐圧の仕様が AC, DC と異なっていますので、ご注意願います。　（必要に応じ、安全規格認定品を使用。▲）
　　・Y コンデンサ： Cy1, Cy2, Cy5～Cy10 ・・・ 250VAC, 2200pF,  Cy3, Cy4 ・・・ 250VAC, 47pF 、セラミックコンデンサ （上記 ▲ 同様。）

　　・入力ライン放電用ブリーダー抵抗：R1 ・・・ 1/2W, 470kΩ　EMI対策部品ではないですが、通常は入力フィルタの中に接続します。
  注） ※ 弊社のEMI評価結果による一例です。 パワーモジュール電源ですので、これ以外にもお客様の工夫により様々なアレンジが可能です。

(3) PFC回路用部品 他

　・出力電解コンデンサ C5, C6 : 450VDC, 220uF×3（並列） ・・・ PFC回路の平滑用コンデンサです。 この部品は出力のリップル電圧（平滑度）や
　　　　　　　入力瞬停時における後段DC-DC電源の「出力保持時間」に影響します。　取扱説明書をよく参照の上、定数を決定してください。

　・突入電流抑制抵抗 TFR1, TFR2 : 6.8Ω, 139℃×2（直列） ・・・ 入力AC電源の投入時、上記コンデンサの突入電流を抑制するための部品です。
　　　　　　　温度ヒューズ入り抵抗としているの目的は、入力の（短時間の）繰り返しON/OFFによる異常や後段DC-DC電源の故障などによって

　　　　　　　本製品が破損した場合に、抵抗の温度が上昇してヒューズを溶断させることで、安全性を確保するためのものです。

　・後段DC-DC電源用 入力電解コンデンサ C9 ・・・ 接続されるDC-DCコンバータに合わせて選定願います。　（例：450VDC, 47uF など）　　

＜ 後段回路とのインターフェースについて ＞ 【重要】

PF1500B-360の後段には 弊社製DC-DC電源（PH-A280シリーズ）を接続することを想定しています。上の回路図に記載の通り、ENA信号を

使ってON/OFF制御してください。 この適用をされない場合、製品の破損を招く恐れがあり、また不具合が発生しても補償対象外となります。

また、PF1500B-360のCNT機能を使う際も、ENAと連動させてください。 CNT端子オープン時はOFFとなりますが、出力には入力AC電圧を

約1.4倍したDC電圧が発生しますので、ご注意ください。　（例：200VAC入力の場合、CNT-OFF状態でも約280VDCが出力されます。）

C7

（上記、製品外形の縦横比は実物と異なります。）


